
第 10回 KPU シンポジウム報告書 

 

 2019年7月5日（金）に本学T31講義室にて第10回KPUシンポジウムを開催しました。

例年は 4月末に開催しておりましたが、本年度はゴールデンウィーク 10連休の関係で、時

期を遅らせての開催となりました。 

特別講演では、本学出身で、基礎および臨床研究において第一線で活躍されているそ

れぞれ 2名の先生をお招きし、ご講演頂きました。国立成育医療研究センターの高田修治

先生には、「ゲノム編集によるゲノムの書き換えと、その性分化研究への応用」、九州大学

病院薬剤部の渡邊裕之先生には「病院薬剤師による臨床研究のあれこれ 〜臨床現場の

問題解決にどう関わるのか〜」というタイトルで、本学在学中のお話から、現在の研究まで

の過程を含めてお話頂きました。一般講演では、本学の 3 名の先生（細木誠之准教授、松

本健次郎准教授、小林数也准教授）にご講演頂きました。当日は、182 名の学部学生、大

学院生、教員の方々にご参加頂き、盛況に終えることができました。また、シンポジウム終

了後の茶話会でも、講演者や運営委員の先生方と学生らが熱心に語り合う光景が見られま

した。 

今回の KPU シンポジウムにおいても、ご講演、座長をお引き受け頂いた先生方をはじめ、

多大なご協力をいただきましたことを深謝しますとともに、今後も引き続きご協力頂きますよ

うお願い申し上げます。 

 

KPUシンポジウム実行委員 

  



シンポジウム概要 

日時：2019年 7月 5日（金） 13：30〜16：１０ 

場所：京都薬科大学 T31講義室 

 

開会の挨拶 

後藤直正 京都薬科大学長  13：30〜13：35 

 

特別講演 1   13:35〜14:15  

高田 修治 先生 

国立成育医療研究センター研究所 システム発生・再生医学研究部 部長 

「ゲノム編集によるゲノムの書き換えと、その性分化研究への応用」 

（座長：加藤 伸一 教授） 

 

一般講演 1   14:15〜14:35 

細木 誠之 准教授 

病態生理学分野    

   

一般講演２   14:35〜14:55 

松本 健次郎 准教授 

薬物治療学分野 

「味覚情報伝達における温度感受性 TRPチャネルの機能解析」  

（座長：木村 寛之 准教授） 

 

ティーブレイク   14:55〜15:05 

 

一般講演３   15:05〜15:25  

小林 数也 准教授   （座長：小島 直人 准教授） 

 

特別講演２   15:25〜16:05 

渡邉 裕之 先生 

九州大学病院薬剤部 副薬剤部長  

「病院薬剤師による臨床研究のあれこれ 〜臨床現場の問題解決にどう関わるのか〜」 

 （座長：村木 優一 教授） 

 

閉会の挨拶   16:05〜16:10 

加藤 伸一 教授 

第 10回 KPUシンポジウム実行委員長 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講演 1 高田修治 先生 

 

特別講演 2 渡邊裕之 先生 

 

一般講演 1 細木誠之 先生 

 

一般講演 2 松本健次郎 先生 

 

一般講演 3 小林数也 先生 

 


